


























































































































2 河野　史倫 ライオン株式会社 骨格金エビジェネティクス研究



















































































研究成果　：［諸言］スピ ドースケ トー競技は1周400mのダブルトラック（カ ブーの内側半径26m、外側半
径30m）で実施される。選手は内側と外側の異なるスタ トーレ ンーからスタ トーし、バックスト




































































































































































































































































































































































































































































































































マ トー農業の登場背景と必要性、スマ トーの概念などをふまえ、スマ トー農業の定義づけを
行った。本研究では、スマ トー農業とは、農業バリューチェンの全般にわたり、ICTをリンク
することで農業の効率性を向上させることであるとした。
　　　　　　第2に、韓国におけるスマ トー農業の概要を韓国ICT融複合スマ トーファーム拡散対策の考
察を行った。
　　　　　　第3に、日本におけるスマ トー農業関連政策をICTインフラ構築戦略とスマ トー農業関連政
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策に分けて考察を行った。そして、長野県におけるスマ トー農業の実態について、ICTを活
用した水田農業における効率的生産体系の実証事業の考察・分析を行った。とくに、食・農
クラウドAkisaiシステムを活用する。
　　　　　　最後に、スマ トー農業の可能性と今後の展開、課題について明らかにした。
学会発表等：日本農業経済学会全国大会に発表する予定
論文執筆等：地域総合研究、第17号に投稿する予定
研究費利用率：99.3％
室谷　心
・申　請・
研究課題名：相対論的ハドロン流体の異なった流れに誘導される輸送係数の計算
研究の目的：物性論では、ゼーベック効果やペルティエ効果といった、異なった種類の“流れ”が原因と
なって“流れ”を引き起こす現象が知られている。これらは統計力学的にはそれぞれの流れ
を表す演算子の相関を取ることによって定量的に評価することができる。これと同様な現
象は相対論的な系でも当然存在する。例えば、イスラエル・スチュア トーの相対論的流体に
新たに表れた輸送係数であるαやβはこの種の異なった種類の“流れ”間の関係を与える
輸送係数である。一方、相対論的な系の特徴として時空間の対称性と電荷保存則の存在が
あり、非相対論的な物性論の場合と比べて相対論的な系のほうが制約条件が厳しい。本
研究の目的は、相対論的な場合の異種流間輸送現象の特徴を明確にし、さらにハドロン流
体の場合についてシミュレーションによる定量的な結果を与えることである。
　　　　　　本研究は具体的には、次の2つのステップを考えている。
　　　　　　1．相対論的な系の特徴をきちんと取り入れた異種流間の輸送係数の制約条件を整理し、
輸送係数の特徴を明らかにする。
　　　　　　2．相対論的な多粒子系のシミュレーションコ ドーを利用し、ハドロン流体について輸送係
数を統計力学的に計算し、定量的な評価を与える。
　　　　　　　相対論的な系に対する異なった流れ間の輸送係数の定量的な計算は、世界で初めての
ものである。
・報　告・
研究成果　：今年度は下記の点について議論を進めた。
　　　　　　われわれの方法は、非平衡密度演算子の存在を仮定し、そこから流体方程式を導く議論を
スタートしている。同様の現象を議論している他の多くのグループが採用している
Boltzmannequationに基づく方法やprojectionoperatorを用いた方法との比較検討を行っ
た。
　　　　　　その結果、
　　　　　　1．非平衡系へ適応を考えた際に、非平衡密度演算子を仮定するわれわれの方法は局所的
に温度や化学ポテンシャルの定義できるような領域だけに議論を限っており、適用範囲
は狭いと考えられる。その一方で近似の評価の方法やモデルに含まれている仮定などが
明確であるということがわかった。
　　　　　　2．他のグループ方法は基本的に運動方程式に基づくものであるが、われわれの方法は
Hamiltonianに基づく解析力学的なものであり、系の対象性を陽に取り込んでいる。この
ためキュリーの定理の適用によって、他のグループが議論している多くの項がゼロになり、
非常にシンプルな結果が得られる。
　　　　　　　という2点が明らかになった。
　　　　　　　また、論文差読者からの指摘に基づき、渦のある場合への拡張や温度に基づく“β座標
系”の扱いについての議論を進めた。
　　　　　　　さらに、もともとは相対論的なフレームワークで議論を構成したが、実在の物性現象との
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対応を見やすくするために、非相対論的な近似表式を現在作成中である。
　　　　　　　渦の扱いと非相対論的近似の議論を付け加えて、論文にする予定である。
学会発表等：国際会議「QuarkMatter2015」および日本物理学会で報告予定であったが、校務多忙の
ため出席できなかった。そのため旅費を大幅に余らせる結果となった。
論文執筆等：発表準備中
研究費利用率：22.3％
総合経営学部　観光ホスピタリティ学科
益山　代利子
・申　請・
研究課題名：チェコ共和国におけるシクロツーリズムから学ぶ自転車を活用したもてなしの街づくりと観
光振興
研究の目的：本研究では、チェコ共和国のパルドビッツェ大学に協力を依頼し、チェコでの自転車と観光
振興の実態を把握し、交通手段としての自転車を用いた滞在型観光の現状や、観光者への
もてなしの手法、地域への経済的・社会的効果について、まず現地にて調査を行う。この調
査結果を踏まえて、松本市での運用の可能性を次年度以降の研究にて実施したい。本研究
は、そのための予備調査である。
・報　告・
研究成果　：本研究では、チェコ共和国の自転車道と周辺施設整備の実態を整理し、自転車を活用した
まちづくりと観光振興の実態を把握し、観光者の移動手段として自転車を用いた場合の滞
在型観光の可能性と課題を明らかにした。
　　　　　　チェコ共和国内の敷設されている自転車専用道は、欧州全域を網羅するユーロベロと欧州
グリーンウェイがあり、今回の調査では欧州グリーンウェイの実態に着目した。ハ ドー面に
おける専用道路網の充実だけでなく、駅や電車内の整備、公共交通との連携、貸自転車制
度や飲食施設、駐輪施設など、自転車利用を推進する上での環境整備が充実していること
が分かった。
　　　　　　加えて、都市部での自転車ツアーの実態や自転車観光振興における行政の役割についても、
プラハや地方都市パルドビッツエ市を事例に説明した。
研究発表等：第31回日本観光研究学会にて発表予定
論文執筆等：松本大学地域総合研究第17号
研究費利用率：76.6％
人間健康学部　健康栄養学科
矢内　和博
・申　請・
研究課題名：食・観光総合研究所設立の仕組みづくり
研究の目的：食を通じた地域貢献の基盤を作り、アルクマそばをはじめとする成果が少しずつ出てきて
いる。これを通じ、単なる商品開発による地域貢献はその成果がほとんど期待できず、一過
性のものであるとの認識が深まった。よって、当初より掲げてきた、問題解決型の研究開発
をさらに進めていくため、素材の発掘、分析、開発、商品化、プロモーション等の活動を今
後も進めていく。また、6次産業推進事業を通じ、1次、2次および3次産業の連携も構築で
きつつあり、商品を通じ1次産業の活性化とその産物を観光客誘致に利用できる下地が出
来上がってきつつある。
　　　　　　現在取り組む6次産業推進事業を産学官連携、また高大連携事業に発展させ、さらなる地
域貢献を目指すものである。さらに、本学が長野県の食と観光の拠点となるべく実績を今
後も展開していくことが重要である。
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・報　告・
研究成果　：アルクマそば原料である製粉残渣の生産システムの確立、また残渣の幅広い活用法の開発
を実施した。生産システム構築は、専門の生産工場を斉藤農園とともに立ち上げ、稼働して
いる。また、残渣の活用法の開発として、安曇野市商工会より蕎麦の菓子の開発を依頼され
たが、残渣を活用した菓子の開発に焦点を絞り、4品の菓子（フィナンシェ、フロランタン、グ
リッシーニ、ポルポロネーゼ）を開発した。また、そばクッキーの開発を行い、3月1日に発売
した。今回は、アルクマそば開発メンバーに新たに株式会社ひだのが参入し、菓子製造アイ
テムの幅が広がった。また、そばクッキーに蕎麦残渣の有効性を示すために、詳細な成分
分析を行った。
　　　　　　主要5成分、食物繊維、機能性成分（ルチン）の測定を行い、蕎麦製粉残渣および焙煎そば
粉EXが通常のそば粉よりも栄養機能面で有効であることが分かった。
　　　　　　また、蕎麦製粉残渣の有効活用として、安価で高品質な蕎麦製粉残を用いた麺の開発を実
施し、年度明けに株式会社キバチ堂と安曇野市の助成金を利用した麺の開発を行うことと
なった。キバチ堂は中京、関東に大きな販売網を持ち、出口対策ができている。
学会発表等：なし
論文執筆等：そばの製粉残渣の有効活用法の開発
　　　　　　地域総合研究第16号Part1別刷り、P143-150、2015年7月
研究費利用率：63.1％
人間健康学部　スポーツ健康学科
藤枝　充子
・申　請・
研究課題名：文化・生活・教育－乳幼児の発達について考える
研究の目的：本研究の課題は、保育士と保護者との間でやり取りされる連絡帳、保育士が子どもの成長
の様子を記入する保育記録等の分析を通して、現代社会に見られる子育てをめぐる諸問題
の解決の糸口を探ることにある。申請者の具体的な課題としては、保護者や保育士の子ど
もの成長発達を捉えるまなざしの特色、その共通性と差異性を明らかにすること、さらにそ
れらから、生活や文化が子どもの人間形成に持つ教育力の解明を試みることにある。
・報　告・
研究成果　：保育所は、子どもにとっては生活の延長であり、保護者や保育士にとっては保護者と保育士
の協力の下で子どもを育む場（養護と教育を一体的に行う場）である。したがって、家庭や
その中での生活が持つ教育力の実相は、保護者や保育士の子どもの成長発達を捉えるま
なざしが記される育児日記や連絡帳、保育記録や指導計画、業務記録に現われるであろう。
また、これら資料の分析は、生活が持つ教育力の実相に近づくだけでなく、教育力の低下
が指摘される家庭、多様な役割を期待されている保育所や認定こども園の今後のあり方を
考える材料を得ること、小学校以降の学校教育における保護者や地域との連携を考える上
でも有効な示唆を得ることにつながると考えている。
　　　　　　このような課題意識を踏まえ、本研究の目的を、保護者と保育士との間でやり取りされる連
絡帳、保育士が子どもの成長の様子を記入する保育記録などの分析を通して、現代社会に
見られる子育てをめぐる諸問題の解決の糸口を探ることに置いている。
　　　　　　平成27年度は、資料収集を中心に置き、さらに、保護者や保育士の関係性の中でみられる
子どもの成長発達を捉えるまなざしや、両者の関係が子育てに与える意味などについて検
討できればと考えた。育児日記及び連絡帳から今のところ言えることは、①保護者と保育士
との連絡帳のやり取りによって、集団の中での子どもの成長を確認したり、子どもの成長へ
の新しい視点を獲得する、②育児日記や連絡帳を書くことで、その時々の状況を整理（子育
てを手助け、支援してくれる人がいることに気づく）でき、気持ちにゆとりができる。自分自
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身や自分自身の子育てを相対化できるの2点である。
　　　　　　今後は、育児日記提供者のインタビューも踏まえ、保護者や保育士の関係性の中でみられ
る子どもの成長発達を捉えるまなざしや、両者の関係が子育てに与える意味について考察
を深めていきたい。
学会発表等：第4回松本大学教員研究発表会（於松本大学）、2016年3月9日
論文執筆等：なし
研究費利用率：91.8％
